
別 紙 

質  問 回  答 

１．建設工事及び設計・コンサルティン

グ業務に関する入札・契約手続の運用状

況等について 
・資料の中に四十五万ＳＤＲとあるが、

ＳＤＲとは何か。 
 
 
 
 
・総合評価方式の内容について説明して

ください。 
 
 
 
 
 
・評価は誰が行なうのか。 
 
・委員の構成は。 
 
・評価はどのようにして行うのか。 
 
 
 
２．国立大学法人大阪大学において発注

した建設工事及び設計・コンサルティン

グ業務について 
・委員会への報告は、受注業者、予定価

格、落札率についても記載していただい

てはどうか。 
 

 
 
 
・ＩＭＦ加盟国の主要国通貨である米ドル、

ユーロ、日本円及び英ポンドの４大通貨レー

トの一定期間の加重平均によってその価値

が決定されるもので、財務大臣告示により､ 

２ヶ年度毎に改訂される。 

 
・入札価格と価格以外の要素を総合的に評価

して落札者を決定する方式である。標準型は

ＶＥ提案と施工計画について技術資料を提

出させ評価する。標準点は１００点、加算点

は３０点満点で評価し、合計点数を入札価格

で除した数値の最も高い者を落札者とする。 
 
・総合評価審査委員です。 
 
・学内の委員が２名、学外の委員が３名です。 
 
・判定方式を採用しており、３段階以上で評

価・判定している。 
 
 
 
 
 
・今後、その様にいたします。 
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３．指名停止等の措置状況について 
・低入札価格調査中に辞退の申し出があ

ったということだが、これによる損害は

なっかったのか。 
 
・工事費積算のミスにより辞退を申し出

ているが、指名停止期間が１ヶ月間では

短すぎないか。入札妨害等も考えられる

ので厳しく対処したほうが良いのでは。 
 
・低入札価格調査を実施した件数は何件

あるのか。 
 
・指名停止をした業者は文部科学省に報

告するのか。 
 
・指名停止は他大学においても実施され

るのか。 
 
４．審議対象工事及び業務の抽出結果に

ついて 
（委員長より説明） 
・特になし 
 
 
５．建設工事及び設計・コンサルティン

グ業務における抽出案件の審議 
①一般競争方式（政府調達協定適用対象） 
【融合型生命科学総合研究棟新営その他工事】 

・工事の受注者、予定価格及び落札率を

教えてください。 
 

 
・ありません。 
 
 
 
・検討いたします。 
 
 
 
 
・全部で２０件です。 
 
 
・報告します。 
 
 
・近畿地区の大学において実施される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・それぞれについて報告。 
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・落札率が９４．５％と高いが、原因は何

か。一般競争において落札率が９５％以上

の入札は談合の疑いがあると言われてい

るが、問題となるようなことは無かったの

か。 
 
②一般競争方式 
【附属図書館本館等改修その他工事】 

【医病基幹・環境整備（放射線モニターシステム

等改修）工事】 

・工事の受注者、予定価格及び落札率を教

えてください。 
 

・医病の基幹・環境整備（放射線モニター

システム等改修）工事は応札者が一社だけ

であり、落札率が９９％台であるが、原因

は何が考えられるか。 

 
・この落札率では不正を疑われかねない。

このような工事は一般競争ではなく、随意

契約を行っても良いのではないか。 
 

③随意契約方式 
【吹田ライフライン再生事業（ガス設備）工事】 
・随意契約を行った理由は何か。 
 
 
 
 
 
 

・原因については解らない。談合情報等は

無く、問題なく落札されたと思っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・それぞれについて報告。 
 
 
・特殊な工事であり、予定価格を見積りに

より積算しているためと考えられる。 
 
 
 
・入札参加者が複数と思われる場合、一般

競争入札に付さざるを得ないと考える。 
 
 
 
 
・本工事は、ガス事業法に基づき経済産業

大臣の許可を受けた一般ガス供給約款に

より、大阪瓦斯株式会社が施工業者として

特定される工事であるため、随意契約を行

った。 
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④簡易公募型プロポーザル方式 
【蛋白研本館改修等設計業務】 

・各設計業務の受注者、予定価格及び落札

率を教えてください。 
 
⑤標準型プロポーザル方式 
【保健センター増築その他設計業務】 
・各設計業務の受注者、予定価格及び落札

率を教えてください。 
 
 
６．その他 
（再苦情処理については申立てが無かっ

た旨を報告） 

 
 
・それぞれについて報告。 
 
 
 
 
・それぞれについて報告。 
 




